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欧 米 の 従 業 員 福 祉  

 

  日本の従業員福祉が欧米のそれと比べてどのような水準にあり、いかなる課題を抱

えているかを明らかにする一里塚として、欧米（アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ）に

おける従業員福祉制度、退職後の所得保障、医療保障、財産形成などについて、そ

の内容や新しい動向を把握した。 

  またこのプロジェクトの一環として「21 世紀の企業を支える・従業員福祉の展望 ─ 国

際比較に学ぶ ─」と題するセミナーを開催し、併せて本調査研究報告書に盛り込んだ。 
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